
生徒心得 
市川昴高等学校生徒は校則に則り，学業に専念して，「 生命」 感謝」 審美」

という教育理念の実現に努めなければならない。生徒心得はこの趣旨に沿って，

望ましい学園生活の確立を目指す共通の規律である。 

（一般心得） 

１ 千葉県立市川昴高等学校の生徒として誇りと自覚を持ち，礼儀を重んじ，

常に自主自立の精神をもって，品位ある行動をとるように心がける。 

２ 生徒の本分は勉学にある。自主的な計画を立てて，規則正しく学習するの

は勿論，あらゆる機会をとらえて，知性を高め，真理を探求することに努力

する。 

３ ホームルーム，生徒会，部活動等の集団活動に積極的に参加し，友情を深

め，互いに協力錬磨して，豊かな人格と健全な身体を築き上げるように努め

る。 

４ いかなる場合も暴力は絶対ふるわず，飲酒，喫煙やその他の不正な行為な

ど高校生として好ましくない行動は断じてしない。 

５ 交通規則を守り，自他の安全に努める。 

６ 頭髪は常に清潔を保つように留意し，生徒らしい髪型にする。（染色・脱

色・パーマ・付け毛・ライン等は禁止とする） 

７ 化粧・マニキュア・装身具（ピアス・イアリング・ネックレス・指輪等）

は禁止とする。 

（校内生活） 

１ 身分証明書は常に携帯する。 

２ 始業時刻等，所定の時刻を守る。 

３ 自転車通学する者は，学校に届け出て，ステッカーを貼付する。なお，駐

輪の際は，必ず施錠すること。ダブルロックにすることが望ましい。雨天時

は雨合羽を着用すること。 

４ 出席の確保に努める。欠席・遅刻・早退・外出等をするときには事前に，

やむを得ない場合は事後ただちにホームルーム担任に届け出る。 

（１）事前に届け出ることができずに欠席しようとする者は，当日，保護者を
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通してホームルーム担任へ連絡する 

（２）遅刻は担任に届け出，早退・外出は許可証を受ける。 

５ 生徒個人間の金銭の貸借，物品やチケット等の金券の売買はしない。 

６ 金銭を紛失または拾得したときは，直ちに関係職員に届け出る。 

７ 所持品は各自で管理に心がける。不必要なものは持参しない。また，所持

品の紛失，拾得の場合には，学級担任または生徒指導部に届け出る。 

８ 金品徴収を行うときは，事前に関係職員を経て校長の許可を受ける。 

９ 公共物を大切にすること。誤って破損したときは関係職員に届け出て指示

を受ける。 

10 所定の課業以外で，校舎「・校庭「・校具等を使用するときは，事前に関係職

員の許可を受ける。 

11 放課後の委員会，部活動等の諸活動は下校時刻までとし，関係職員との連

携を密にする。ただし，時間の延長が必要な場合はあらかじめ届け出て，職

員の指導下において所定の時間まで活動することができる。 

12 定期考査の時間割発表の日から考査終了の前日までは，部活動を中止する。

ただし，やむを得ず活動を行うときは関係職員の許可を得る。 

13 掲示物貼付を行うときは生徒指導部に届ける。公共性にかけるものは許可

しない場合もある。また生徒主催の集会を行うときは，関係職員，生徒指導

部の承認を受ける。 

14 校内での飲食は，原則として，HR教室で行う。 

15 校内で火気類の使用は禁止する。ただし，やむを得ない場合は関係職員の

許可を受ける。 

16 休日(土曜日，日曜日，祝日等)に登校する場合は，制服を着用し，関係職

員の指示に従う。 

17 長期休業期間中及び臨時休業日等における登校については別に定めると

ころによる。 

18 校内での携帯電話の使用は，休憩時間または放課後のみとする。なお，委

員会や集会時には使用しない。また，保健室や図書室で使用はしてはならな

い。 
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（定期考査） 

１ 座席は各教室６列とし，列と列の間は出来るだけ広くする。 

２ 持ち物は教室の外に出し，机の中には物を置かない。 

３ 試験時間終了まで，答案の提出は認めない。 

４ 下敷きの使用は認めない。 

５ 携帯電話等通信機器は持ち込まない。 

６ 監督職員の指示に従う。不正行為は絶対にしない。 

７ 不正行為とは，次の行為をさす。 

（１）監督職員の指示に従わないこと。 

（２）他の生徒の答案を覗いたり，他の生徒と相談したり，疑わしい紙片など

を見たり投じたりすること。 

（３）試験時間中に物品を貸借すること。 

（４）試験の実施を故意に妨害すること。 

（５）他の生徒の妨害をしたり，他の生徒に利益を与えたりすること。 

（６）その他監督職員が不正と認めたこと。 

（校外生活） 

１ 外泊や夜間の外出は保護者の承認を得ること。 

２ アルバイトは原則として禁止する。家庭の経済的事情でやむを得ずアルバ

イトをする必要がある生徒は，学校所定の アルバイト許可願」を提出し，

担任・学年主任・生徒指導部長の許可を得ること。その場合，次の事項を守

ること。 

（１）以下に挙げるような，高校生としてふさわしくない業種でのアルバイト

は禁止する。 

  居酒屋・カラオケ店などの飲酒・喫煙を伴う店 

「 「 「 「 パチンコ店・ゲームセンターなどの遊興施設 

「 「 「 「 競馬場などギャンブル施設 

（２）帰宅時刻が夜１０時を過ぎないこと。 

（３）定期考査１週間前から定期考査終了まではアルバイトをしない。 

（４）文化祭の１週間前から文化祭終了まではアルバイトをしない。 
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※なお，１年生の１学期については，学校生活への適応を最優先とするので， 

家庭の経済的事情がある生徒であっても アルバイト許可願」を受理しない。 

３ 学割が必要な旅行等を行うときは、旅行届を提出すること。 

４ 原動機付自転車の免許取得は許可制とする。その際に次の条件を満たした

場合に許可をする。 

（１）保護者との間で乗車のルールを決めたうえで，保護者の許可を得ること。

担任は必ず保護者に確認をすること。 

（２）年に１回の交通安全教室に参加すること。（詳細は別途通知） 

（３）日常の登下校，休日（土曜日，日曜日，祝日等）や長期休業中の部活動

等の諸活動（校外での活動を含む）での乗車は認めない。 

（４）事故等について学校は一切関与できないことを，生徒・保護者が理解し

ていること。 

５ 自動二輪・普通自動車の免許の取得は許可制とする。許可の条件は，原動

機付自転車に準ずる。教習所入所については，次の規定のもと許可届を提出

する。 

（１）入校日は，３年の学年末考査終了翌日以降とする。ただし，卒業が危ぶ

まれる生徒については，卒業に必要な単位の履修・修得が確認されるまで

入校を許可しない。 

（２）就職内定者で企業側から自動車免許の早期取得を文書で求められた生徒

については，次の条件で２学期終業式翌日以降の入校を許可する。 

  ①企業からの要請文書を添付すること。 

  ②自動車教習所で教習を受けるのは，冬季休業中・学校休業日および放課

後のみとし，学校を欠席・遅刻・早退しての教習は一切認めない。 

  ③教習用の教材等は学校に持ち込まない。 

６ 本人または他の生徒が事故や災害にあったり起こしたりしたとき，または

補導を受けたときは，直ちに関係職員に連絡する。 

７ 高校生の立ち入りが禁止されている遊技場への出入りは禁止する。 

８ X「（ ツイッター）・ブログ・LINEなどインターネット上に，自分や他人

の個人情報を掲載したり，許可なく他人の画像を掲載してはならない。また，



5 

 

他人や学校を誹謗中傷し，名誉を傷つける記事や画像を掲載してはならない。 

（対外活動） 

１ 対外活動に参加するときは，関係職員の承認を経て，校長の許可を受ける。 

２ 部活動によるもの（公式な要請文書があるもの），校長の許可した対外活

動，その他公用や就職活動・入学試験等のために授業を欠席するときは公欠

届を提出する。 

３ 原則として引率職員（顧問または代理人）のいない対外活動を行ってはな

らない。 

（服装規程） 

服装は本校の規程を守り，いたずらに流行を追って華美になったり，他に不快

感を与えたりすることのないように，常に清潔を保つよう心がけること。 

１ 制服 本校指定のブレザー・スラックス・スカート・ネクタイ（スカート

を着用する時は、本校指定のリボンをつけても良い。ただし正装が必要な場

合はネクタイを着用） 

２ ワイシャツは本校指定のもの（ブルー，刺繍入り）に限る。 

３ カーディガンを着用する場合は，本校指定のもの（紺色，ブルーライン，

刺繍入り）に限る。 

４ スカートを着用するときは、靴下は紺または黒のソックスとし，ワンポイ

ントの柄は良いが，ライン入りは不可とする。ただし，防寒のために単色の

黒または肌色のストッキングやタイツを着用しても良い。 

５ 上履きは本校指定のものとする。 

６ 通学靴は華美でない革靴・運動靴とする。サンダルなどでの通学は禁止と

する。 

７ 通学かばんは特に指定しないが，華美でなく，通学に適したものとする。 

８ ケガ等で規程以外の服装を用いる場合は，ホームルーム担任を通じて 異

装許可願」を提出し，生徒指導部の許可を得る。 

《防寒着について》 

１ 防寒着としてブレザーの下に本校指定のカーディガンを着用してよい。た

だし，指定以外の防寒着（セーター等）を着用してはならない。 
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２ 厳冬期は，ブレザーの上にコート等の着用を認める。色は、黒・紺・茶・

グレー系統のいずれかの単色とする。また、部活動等で購入した上着を着用

してもよい。 


